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裕
層
を
彼
ら
の
運
動
に
引
き

つ
け
、
資
本
家
と
労
働
者
生

産
協
同
組
合
を
媒
介
す
る
た

め
の
中
間
組
織
で
あ
る
。 

 

し
か
し
な
が
ら
、
ラ
ド
ロ

ー
は
こ
の
計
画
に
反
対
し

た
。
彼
に
と
っ
て
、
市
場
の

確
保
は
生
産
者
の
利
益
を
優

先
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
。
労
働
す
る
組

合
員
を
主
人
公
と
す
る
新
し

い
社
会
・
経
済
秩
序
の
構
築

を
目
指
し
た
ラ
ド
ロ
ー
は
、

富
裕
層
を
顧
客
と
す
る
反
競

争
代
理
店
に
、
既
存
の
階
級

社
会
を
前
提
と
す
る
誤
謬
を

読
み
取
っ
た
の
で
あ
る
。 

 	 	 	 	 	 

 
今
回
は
、
労
働
者
生
産
協

同
組
合
の
市
場
問
題
を
解
消

す
る
た
め
の
消
費
者
協
同
組

合
の
実
例
と
し
て
、
ジ
ル
・

ル
シ
ェ
ヴ
ァ
リ
エ
の
反
競
争

代
理
店
、
Ｅ
．
Ｖ
．
ニ
ー
ル

の
中
央
協
同
組
合
代
理
店
の

構
想
を
概
説
し
た
い
。 

 

一
八
五
〇
年
六
月
の
「
労

働
者
協
同
組
合
促
進
協
会
」

（
Ｓ
Ｐ
Ｗ
Ｍ
Ａ
）
設
立
後
、

ラ
ド
ロ
ー
た
ち
は
、
ロ
ン
ド

ン
に
一
一
の
労
働
者
生
産
協

同
組
合
を
設
立
し
た
。だ
が
、

こ
れ
ら
の
組
合
は
、
協
同
思

想
を
充
分
に
具
現
化
す
る
水

準
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
さ

ら
に
、
各
労
働
者
生
産
協
同

組
合
は
、
原
材
料
の
確
保
、

な
ら
び
に
製
品
販
売
市
場
の

確
保
と
い
う
決
定
的
な
課
題

に
直
面
し
た
。
こ
の
点
に
関
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合
離
脱
）
を
め
ぐ
っ
て
世
論

が
割
れ
る
中
、
労
働
党
の
掲

げ
た
政
策
は
、
大
学
授
業
料

の
無
償
化
、
住
宅
問
題
を
は

じ
め
、「
未
来
へ
の
投
資
、

若
者
た
ち
へ
の
投
資
」
を
基

調
と
し
た
。
ま
た
、
労
働
党

に
票
を
譲
る
た
め
、
若
者
の

多
い
地
域
で
緑
の
党
が
候

補
者
擁
立
を
見
送
っ
た
。
さ

ら
に
、
米
国
バ
ー
ニ
ー
・
サ

ン
ダ
ー
ス
陣
営
の
選
挙
活

動
家
た
ち
と
連
携
し
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
駆
使
し
た

選
挙
戦
略
が
取
ら
れ
た
。
ソ

ー
シ
ャ
ル
世
代
の
連
帯
と

福
祉
政
策
の
実
現
に
大
き

く
期
待
が
膨
ら
む
。 

 

社
会
主
義
に
現

代
的
意
義
は
あ
る

か
。
二
〇
一
六
年

の
米
国
大
統
領
選

挙
で
は
、
二
〇
〇

〇
年
代
以
降
に
成

人
し
た
若
い
世
代 

（
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
）が
、

社
会
主
義
者
の
バ
ー
ニ

ー
・
サ
ン
ダ
ー
ス
候
補
を

熱
狂
的
に
支
持
し
た
。
公

立
大
学
の
授
業
料
無
償

化
、
最
低
賃
金
の
引
き
上

げ
、
官
営
医
療
保
険
制
度

の
創
設
、
労
働
者
の
病
欠

の
有
給
化
、
賃
金
の
男
女

平
等
、
イ
ン
フ
ラ
へ
の
積

極
的
投
資
と
い
っ
た
彼
の

政
策
が
、
若
者
世
代
に
好

意
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
た

の
だ
。
学
費
負
担
、
非
正

規
雇
用
、
学
資
ロ
ー
ン
の

支
払
い
に
よ
っ
て
将
来
の

先
行
き
が
見
え
な
い
世
代

に
と
っ
て
、
サ
ン
ダ
ー
ス

候
補
の
掲
げ
た
政
策
は
、

ま
さ
に
希
望
だ
っ
た
。 

 

白
十
字
の
会
が
「
キ
リ

ス
ト
教
社
会
主
義
」
を
明

確
に
標
榜
し
て
い
る
こ
と

の
背
景
に
は
、米
国
の「
サ

ン
ダ
ー
ス
旋
風
」
に
勇
気

づ
け
ら
れ
た
、
と
い
う
側

面
も
あ
る
。
然
り
、
我
ら

は
社
会
主
義
者
で
あ
る
。

連
帯
を
求
め
て
孤
立
を
恐

れ
ず
。
国
際
情
勢
の
前
線

で
協
同
を
実
現
し
た
い
。 

裂
は
避
け
ら
れ
た
が
、
ニ
ー

ル
と
ラ
ド
ロ
ー
の
対
立
は

埋
ま
ら
ず
、
最
終
的
に
Ｓ
Ｐ

Ｗ
Ｍ
Ａ
の
多
数
が
ニ
ー
ル

を
支
持
し
、
ラ
ド
ロ
ー
は
Ｓ

Ｐ
Ｗ
Ｍ
Ａ
を
去
っ
た
。
一
八

五
四
年
に
キ
リ
ス
ト
教
社

会
主
義
運
動
は
終
焉
し
、
ニ

ー
ル
の
Ｃ
Ｃ
Ａ
も
一
八
五

七
年
に
役
割
を
終
え
た
。
彼

ら
が
再
び
協
同
組
合
運
動

の
指
導
者
と
な
る
の
は
、
一

八
六
〇
年
代
以
降
で
あ
る
。 
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し
て
は
、
す
で
に
一
八
五
〇

年
六
月
の
段
階
で
、
Ｓ
Ｐ
Ｗ

Ｍ
Ａ
の
執
行
機
関
で
あ
る

促
進
者
協
議
会
の
メ
ン
バ

ー
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
人
亡

命
者
の
ジ
ル
・
ル
シ
ェ
ヴ
ァ

リ
エ
が
、
原
材
料
の
市
場
と

製
品
の
販
売
市
場
を
確
保

す
る
た
め
の
卸
売
組
織
、

「
反
競
争
代
理
店
」（Anti- 

Com
petitive Agency

）
の

設
立
を
提
案
し
て
い
た
。
富

 

ル
シ
ェ
ヴ
ァ
リ
エ
の
計

画
は
、
ラ
ド
ロ
ー
の
批
判
に

よ
っ
て
頓
挫
し
た
。
と
は
い

え
、
労
働
者
生
産
協
同
組
合

に
と
っ
て
、
原
材
料
の
購
入

と
製
品
販
路
の
確
保
は
依
然

と
し
て
難
題
で
あ
っ
た
。
そ

の
た
め
、
か
つ
て
の
オ
ー
ウ

ェ
ン
主
義
者
で
あ
っ
た
ロ
イ

ド
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
、
ウ
ォ
ル

タ
ー
・
ク
ー
パ
ー
が
奔
走
し
、

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北
部
や
ス
コ

ッ
ト
ラ
ン
ド
の
ロ
ッ
チ
デ
ー

ル
型
協
同
組
合
運
動
の
状
況

を
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
者

た
ち
に
伝
え
た
。
ラ
ド
ロ
ー

も
ま
た
、
一
八
五
〇
年
夏
の

視
察
旅
行
に
よ
っ
て
、
消
費

者
協
同
組
合
運
動
の
価
値
を

認
識
す
る
に
至
っ
た
。 

 

ル
シ
ェ
ヴ
ァ
リ
エ
は
、
反

競
争
代
理
店
の
計
画
が
頓
挫

し
た
の
ち
、
再
度
「
ロ
ン
ド

ン
協
同
組
合
店
舗
」（the 

London 
Co-operative 

Stores

）
の
計
画
を
提
示
し

た
。
前
回
と
異
な
る
点
は
、

ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
、
Ｅ
．

Ｖ
．
ニ
ー
ル
が
参
加
し
た
こ

と
で
あ
る
。
ニ
ー
ル
は
、
ト

マ
ス
・
モ
ア
も
学
ん
だ
高
等

法
学
院
、
リ
ン
カ
ン
ズ
・
イ

ン
出
身
の
法
廷
弁
護
士
で
あ

る
。
財
産
家
で
あ
り
、
協
同

組
合
事
業
に
惜
し
げ
な
く
財

産
を
注
ぎ
込
む
こ
と
か
ら
、

時
と
し
て
ラ
ド
ロ
ー
と
の
あ  

六
月
八
日
（
木
）
に
実
施

さ
れ
た
英
国
総
選
挙
で
は
、

テ
リ
ー
ザ
・
メ
イ
首
相
率
い

る
与
党
・
保
守
党
が
第
一
党

を
維
持
し
た
も
の
の
、
三
三

〇
議
席
か
ら
三
一
八
議
席

に
後
退
し
た
。
過
半
数
（
三

二
六
議
席
）
に
は
八
議
席
足

り
ず
、
イ
ギ
リ
ス
下
院
は
、

い
ず
れ
の
政
党
も
過
半
数

を
獲
得
で
き
な
い
「
ハ
ン
グ

パ
ー
ラ
メ
ン
ト
（
宙
ぶ
ら
り

ん
の
議
会
）」
と
な
っ
た
。 

 

今
回
、
ジ
ェ
レ
ミ
ー
・
コ

ー
ビ
ン
率
い
る
労
働
党
が
、

世
論
調
査
の
結
果
を
覆
し

て
躍
進
し
た
。
ブ
レ
グ
ジ
ッ

ド
（
英
国
の
Ｅ
Ｕ
＝
欧
州
連

い
だ
に
軋
轢
が
生
じ
た
。
ニ

ー
ル
と
ル
シ
ェ
ヴ
ァ
リ
エ

は
、
ロ
ン
ド
ン
協
同
組
合
店

舗
を
英
国
全
体
の
協
同
組

合
の
「
卸
売
代
理
店
」
へ
改

組
す
る
こ
と
に
合
意
し
、
一

八
五
一
年
五
月
、「
中
央
協

同
組
合
代
理
店
」（
Ｃ
Ｃ
Ａ
）

を
新
設
し
た
。
キ
リ
ス
ト
教

社
会
主
義
者
の
役
割
は
、
生

産
の
領
域
か
ら
分
配
と
消

費
の
領
域
ま
で
拡
大
し
た
。 

 

し
か
し
、
Ｃ
Ｃ
Ａ
の
設
立

に
お
い
て
、
ニ
ー
ル
は
主
に

彼
一
人
の
責
任
で
行
動
し

た
。
そ
の
結
果
、
Ｓ
Ｐ
Ｗ
Ｍ

Ａ
の
組
織
内
で
、
Ｃ
Ｃ
Ａ
は

い
か
な
る
正
当
性
と
重
要

性
を
も
つ
の
か
が
問
題
と

な
っ
た
。
モ
ー
リ
ス
の
尽
力

に
よ
っ
て
組
織
の
内
部
分

労
働
者
に
よ
る
⒓
生
産
⒔
の
領
域
か
ら  

⒓
分
配
⒔⒓
消
費
⒔
の
領
域
に
至
る
運
動
へ  

論論説†英国総選挙と福祉政策  

メイ首相率いる与党・保守党の後退、 
野党・コービン労働党の大躍進。 

ソーシャル世代が求める福祉政策とは。 
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告知	 

	 

ドストエフスキー読書会  
（第6回   白十字の会・定期読書会：キリスト教文学、社会評論）  

	 
テキスト:ドストエフスキー『カラマーゾフの兄弟』  

（新潮文庫）  

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

日時：2017 年 7 月 22 日（土）14 時〜17 時	 

	 

場所：都内喫茶店を予定	 

	 

※	 今回は、東急東横線沿線（都立大学〜自由が丘）の喫茶店での開催を予定しております。	 

詳細は、書記長の倉井（独立系研究者）から参加希望者の皆様へ個別に連絡いたします。	 

	 

※本読書会は、学術的関心に基づく有志の集まりです。主催団体名に「キリスト教	 

社会主義」と銘打っておりますが、「信仰の有無・教派の別」等は一切問いません。	 

	 

主催：白十字キリスト教社会主義研究会	 

2017 年 6 月 24 日（土曜日） 第７号（月刊） 基督教友愛新聞 （２） 

【プログラム】	 

	 

開会	 

倉井香矛哉「キリスト教社会主義概論６」	 

参加者一同「ドストエフスキー読書会」	 

休憩	 

質疑応答、議論、問題提起	 

閉会	 

	 

（全体で 2〜3時間程度を予定）	 

【その他、参考図書】	 

	 

イマヌエル・カントの信仰的著作	 

ヘーゲル『キリスト教の精神とその運命』	 

ダーフィト・シュトラウス『イエスの生涯』	 

フォイエルバッハ『キリスト教の本質』	 

マルクス『資本論』	 

カール・バルト、パウル・ティリッヒの各著作	 

19 世紀英国における産業革命とキリスト教社会主義	 

『新紀元』同人、賀川豊彦らのキリスト教社会主義	 

内村鑑三、無教会の伝道者たち	 

その他	 

（順不同）	 

	 

（途中入退室可。会場は一般の喫茶店ですので、ご都合のよい時間帯にお越し下さい。） 
 


